
説明資料

第13回 千代川水系大規模氾濫時の減災対策協議会（国）

第13回 天神川水系大規模氾濫時の減災対策協議会（国）

第13回 日野川水系大規模氾濫時の減災対策協議会（国）

第13回 鳥取県東部地区 流域治水及び減災対策協議会（県）

第15回 鳥取県中部地区 流域治水及び減災対策協議会（県）

第12回 鳥取県西部地区 流域治水及び減災対策協議会（県）

〔同時開催〕

日 時：令和６年６月５日（水）午後2時00分～
場 所：鳥取県中部総合事務所1号館2階講堂（一部オンライン会議併用）
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会議資料

資料内容ファイル名・資料名

議事次第、出席者名簿

説明資料１

説明資料２

令和６年出水期の見通し

千代川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 資料

天神川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 資料

日野川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 資料

鳥取県東部地区 流域治水及び減災対策協議会 資料

鳥取県中部地区 流域治水及び減災対策協議会 資料

鳥取県西部地区 流域治水及び減災対策協議会 資料

大路川流域治水ビジョン

 01_共通資料１

 02_共通資料２

 03_共通資料３

 04_気象台資料

 05_国資料１

 06_国資料２

 07_国資料３

 08_県資料１

 09_県資料２

 10_県資料３

 11_県資料４
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１．開会

２．議事

（１）規約改正等

（２）令和６年度の出水期の天候の見通しと情報の改善

（３）令和５年度・令和６年度の減災に係る取組

（４）二級水系流域治水プロジェクト

（５）情報提供

（６）令和５年出水対応に係る意見交換

３．閉会

次 第
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（１）規約改正等について
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• 組織改編等による協議会・幹事会構成員の役職変更

規約改正について

※危機管理局 → 危機管理部

④幹事会構成員 鳥取県生活環境部の役職変更

①協議会・幹事会構成員 鳥取県危機管理部の組織名および役職変更

規約改正について
規約の主な改正点

（１）規約改正等について

※県土整備部次長 → 県土整備部 河川港湾局長

⑤幹事会構成員 鳥取県県土整備部の役職変更

※農業振興監 農地・水保全課長→農業振興局 農地・水保全課長

県国

県

県

県

※副局長兼危機管理政策課長 → 次長兼危機管理政策課長

※県土整備部 技術企画課長→生活環境部 くらしの安心局まちづくり課長

※県土整備部治山砂防課長 → 県土整備部 河川港湾局治山砂防課長

③幹事会構成員 鳥取県農林水産部の役職変更

※危機管理局長 → 危機管理部長

②「減災にかかる取組方針」内 本協議会構成員の組織名の変更
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• 組織改編等による幹事会構成員の役職変更

規約改正について

※鳥取県土整備事務所計画調査課長 →  鳥取県土整備事務所副所長兼計画調査課長

⑥幹事会構成員 鳥取県鳥取県土整備部の役職変更

規約改正について
規約の主な改正点

（１）規約改正について

県

※八頭県土整備事務所建設総務課
計画調査室長

八頭県土整備事務所
副所長兼計画調査課長

→

⑦幹事会構成員 鳥取県中部総合事務所の役職変更 県

※鳥取県中部総合事務所県土整備局
計画調査課長

鳥取県中部総合事務所県土整備局
副局長兼計画調査課長→

⑧幹事会構成員 鳥取県西部総合事務所の役職変更 県

※鳥取県米子県土整備局計画調査課長
鳥取県西部総合事務所米子県土整備局
副局長兼計画調査課長

→

※鳥取県米子県土整備局河川砂防課長 鳥取県西部総合事務所米子県土整備局
河川砂防課長

→

※鳥取県日野県土整備局
建設総務課計画調査室長

※鳥取県日野県土整備局河川砂防課長

鳥取県西部総合事務所日野振興センター
日野県土整備局副局長兼計画調査課長

鳥取県西部総合事務所日野振興センター
日野県土整備局河川砂防課長

→

→
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• 組織改編による協議会・幹事会構成員の役職変更等

規約改正について規約改正について
規約の主な改正点

（１）規約改正について

※三朝町総務課参事→ 三朝町総務課参事兼危機管理局長

⑨幹事会構成員 役職変更、課名追記 国 県

⑩幹事会構成員 追加

※北栄町産業振興課長

県

⑪幹事会構成員 追加

※米子市都市整備課長

県

※生活環境部くらしの安心局水環境保全課→生活環境部自然共生社会局水環境保全課

※鳥取県県土整備部河川課 → 鳥取県県土整備部河川港湾局河川課

⑭事務局構成員 鳥取県県土整備部河川課の役職変更 国 県

県⑫幹事会オブザーバー 鳥取県生活環境部の組織名変更

⑬幹事会オブザーバー 農林水産省 中国四国農政局の役職変更 県

※農林水産省中国四国農政局設計課
水利計画官

農林水産省中国四国農政局設計課
事業計画管理官

→
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（２）令和６年出水期の天候の見通しと情報の改善について

気象台資料を用いて説明
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（３）令和５年度・令和６年度の減災に係る取組
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism  Chugoku Regional Deveropment Bereau

千代川水系大規模氾濫時の
減災対策協議会 資料

国土交通省 中国地方整備局
鳥取河川国道事務所
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第12回減災対策協議会：令和4年度フォローアップ

千代川水系減災対策協議会 これまでの検討経緯

第1回減災対策協議会：「千代川水系大規模氾濫時の減災対策協議会」設立平成28年7月

平成28年8月

平成29年5月

平成30～31年

令和元～2年

令和3年6月

令和3年10月
令和4年5月
令和5年6月

第11回減災対策協議会：令和3年度フォローアップ

第10回減災対策協議会：令和2年度フォローアップ

第9回減災対策協議会： 「千代川流域の減災に係る取組方針」の改正（第2期）

第4回・第5回・第6回減災対策協議会：平成29～30年度取組フォローアップ

第7回・第8回減災対策協議会：令和元～2年度取組フォローアップ

第3回減災対策協議会：平成28年度取組フォローアップ

第2回減災対策協議会：「千代川流域の減災に係る取組方針」の策定（第1期）

第2期
（現在）

第1期

平成29年6月 緊急行動計画とりまとめ（国土交通省）

平成31年1月 緊急行動計画改定（国土交通省）

第13回減災対策協議会：令和5年度フォローアップ令和6年6月

【3本柱（第2期）】
①円滑かつ迅速な避難のための取組
②被害軽減の取組
③氾濫水の排除、浸水被害軽減に関する取り組み

【3本柱（第1期）】
①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
②生命と財産を守る水防活動と日常生活を取り戻すための排水活動の強化
③地域住民の防災意識向上と防災関係者の災害対応能力向上を目的とした防災研修

の拡充

本日
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地域防災力の向上 国

１.円滑かつ迅速な避難のための取組 （1）情報伝達、避難計画等に関する事項

㉗要配慮者利用施設・関係各課と連携した、情報伝達訓練や避難訓練、講習会の計画の検討

○令和4年度は、鳥取市の要望から選定された要配慮者利用施設3箇所（モデル施設※）において、より分かりやすい避
難行動計画（タイムライン）の策定や避難訓練の実施を支援。

○令和5年度は、令和5年台風第7号の出水対応についてモデル施設へのヒアリングやタイムラインの活用状況を確認
。

○「計画策定時の議論から避難行動の前倒しを実施（うぶみ苑）」「防災意識が高まっている（大正保育園）」など
タイムラインの活用や意識向上に関する意見が挙がった。

※「うぶみ苑 グループホーム南安長」（障がい者関係施設）、「ウイズユーフレンズ・
ウイズユーフレッシュ」（障がい者関係施設）、「大正保育園」（児童関係施設）。

□令和5年台風第7号での対応
計画作成時の議論通り、
警戒レベル2で避難を開始した
。
警戒レベル3での避難開始は、
遅いと改めて感じた。
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■ポータルサイトの改良①
令和4年10月の検討会で出た要望を令和5年度に実施
（要望）画面分割したサイトが小さくて見づらい ⇒５分割から３分割へ変更

１.円滑かつ迅速な避難のための取組 （1）情報伝達、避難計画等に関する事項
⑦住民、福祉施設入所者等の避難行動要支援者、道路・交通管理者、民間企業、マスコミ、ダム管理者等と連携したタイムラインの運用
⑧タイムラインの時系列に基づく実践的な訓練の実施

改良後

改良前

各機関から
の情報

千代川水害タイムライン 国

５分割

３分割
視認性が向上し情報が見やすくなった

範囲が狭く必要な情報が見づらい
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１.円滑かつ迅速な避難のための取組 （1）情報伝達、避難計画等に関する事項
⑦住民、福祉施設入所者等の避難行動要支援者、道路・交通管理者、民間企業、マスコミ、ダム管理者等と連携したタイムラインの運用
⑧タイムラインの時系列に基づく実践的な訓練の実施

スマホの画面では表示が小さくて見づらい

千代川水害タイムライン 国

ボタンによりその他の情報を選択可能

■ポータルサイトの改良②
令和4年10月の検討会で出た要望を令和5年度に実施

(R4年度要望）スマーフォンの画面では、複数の情報を一度に見ると小さくて見づらい
⇒必要な情報を一つだけ選択して表示できるように改良

タイムラインレベルを
見やすく改良

一つの情報に限定
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第11回タイムライン検討会（対面）【情報伝達訓練】
○日時：令和5年7月27日
○目的：ポータルサイトの操作方法の習得、ﾀｲﾑﾗｲﾝﾚﾍﾞﾙと実施項目の確認（情報伝達訓練）
○参加機関：20機関（気象台や自治体、警察、消防、インフラ企業（鉄道・バス・電力・ガス・通信）など）、
○内容：①各機関が発信する情報の共有、②自機関の実施すべき行動の確認
○成果：ポータルサイトを実際に操作・習得。読み合わせにより、各機関がﾀｲﾑﾗｲﾝﾚﾍﾞﾙに応じた行動を確認。

１.円滑かつ迅速な避難のための取組 （1）情報伝達、避難計画等に関する事項
⑦住民、福祉施設入所者等の避難行動要支援者、道路・交通管理者、民間企業、マスコミ、ダム管理者等と連携したタイムラインの運用
⑧タイムラインの時系列に基づく実践的な訓練の実施

千代川水害タイムライン 国

TL5TL4TL3TL2発信機関実施項目訓練
No.

○鳥取河川国道事務所
河川管理課⽔防警報の発令⽔防警報の実施1-1

○鳥取市⽔防警報の情報受け、
⽔防団への指示（出動）1-2

○鳥取市避難指示の発表避難情報の発令2-1
○智頭警察署避難誘導の実施2-2

○⻄⽇本旅客鉄道運⾏停⽌計画運休の実施3-1
○報道（事務局代読）交通情報の速報対応交通情報の報道3-2

○鳥取地方気象台関係機関への連絡
指定河川洪⽔予報
（氾濫発⽣情報）
の実施

4-1

○消防局 警防課住⺠への周知4-2

ポータルサイトの操作

情報伝達訓練の実施状況

◇情報伝達訓練で対象とした実施項目
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16

千代川水害タイムライン

１.円滑かつ迅速な避難のための取組 （1）情報伝達、避難計画等に関する事項
⑦住民、福祉施設入所者等の避難行動要支援者、道路・交通管理者、民間企業、マスコミ、ダム管理者等と連携したタイムラインの運用

○水防に係わる必要な情報がポータルサイトから効率的に入手できるように工夫

タイムラインの情報
発信内容から情報
を入手できる

河川、気象、ダムな
ど各機関のもつ情報
から情報入手できる
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〇令和５年度は、袋川の湯所第2樋門の無動力化を実施。
今後も、順次無動力化を実施する。

鳥取河川国道事務所

４.防災施設の整備等
㊶フラップ化等の無動力化を優先的に整備する対象施設を抽出し、順次整備を実施。

防災施設の整備等③

改良前 改良後

水圧→

スライドゲートから、水位により自動で門扉が開閉する
フラップゲートに変更することで、
操作員による操作が不要な省労力化の施設に改良
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令和6年度 千代川減災対策協議会における主な取組内容

■ソフト対策

１．多機関連携タイムラインの連携強化と訓練の実施

２．要配慮者施設のタイムライン作成支援

３．小学校などへの水害（防災）教育の拡充

４．水防資機材の整備と情報共有

５．排水施設の操作説明会

６．排水ポンプ車による排水訓練

■ハード対策

１．津波浸水リスク地域の樋門等の自動化・遠隔化の検討

２．樋門等の無動力化（フラップ）
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism  Chugoku Regional Deveropment Bereau

天神川水系大規模氾濫時の
減災対策協議会 資料

国土交通省 中国地方整備局
倉吉河川国道事務所
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•令和２年度に、取組⽅針策定時の当初対象期間とした概ね５年が経過した。
•天神川においては、多くの取組項目が完了しているが、緊急⾏動計画の改定の項目のうち、一部、未完了の項目や継続して実施すべき避難訓練
等の項目が存在した。
•現在までの取組状況や⽔防災に係る近年の動向を踏まえて、概ね５年（令和３年〜７年度）に実施する取組を設定した。

令和４年５月27日 第10回 減災対策協議会 令和３年度のフォローアップ

■緊急行動計画の改定（平成31年1月29日）
平成30年7月豪雨を受けて、とりまとめられた委員会の答申（H30.12）を踏まえ、社会全体で洪水に備える「水防災意識社会」を再構築する取組をさらに
充実し加速するため、多くの主体の事前の備えと連携の強化の観点等より、2020年（令和2年）度を目途に取り組むべき緊急行動計画を54項目に拡充。

平成30年２月８日 第４回 減災対策協議会 減災対策協議会を法定化

■緊急行動計画（平成29年６月20日）
平成28年８月、台風10号等の一連の台風による豪雨災害（中小河川の氾濫）を受けて、とりまとめられた委員会の答申（H29.1）を踏まえ、水防法改正に
基づく協議会の設置、水害対応タイムラインの作成促進、要配慮者利用施設における避難体制構築への支援、水害危険性の周知促進、防災教育の促
進等の32項目をとりまとめた。 ※H29.12.1 中小河川等治水対策プロジェクトを設立し33項目に追加修正

平成28年７月12日 第１回 減災対策協議会 『天神川水系大規模氾濫時の減災対策協議会』設立

平成29年５月17日 第３回 減災対策協議会 平成28年度のフォローアップ

平成30年５月14日 第５回 減災対策協議会 取組方針に緊急行動計画の内容を盛り込む・平成29年度フォローアップ

平成30年12月25日 第６回 減災対策協議会 平成30年度フォローアップ

令和２年６月３日 第８回 減災対策協議会 令和元年度フォローアップ

令和元年５月23日 第７回 減災対策協議会 平成30年度フォローアップ

平成27年12月 社会資本整備審議会答申
「施設の能力には限界があり、施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」へと意識を変革し、社会全体で洪水氾濫に備える必要がある。

平成27年12月 水防災意識社会再構築ビジョン

平成28年10月７日 第２回 減災対策協議会
「天神川流域の減災に係る取組方針」策定

急激な水位上昇を伴う洪水、浸水が広範囲となり長期化する氾濫特性を踏まえ、大規模水害に対し、ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ対策を推進して「逃げ遅れゼロ」・
「社会経済被害の最小化」を目指す

①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
②急流河川の地域特性に応じた効率的、効果的な水防活動
③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水活動

目的

取組方針

令和３年５月28日 第９回 減災対策協議会 令和２年度のフォローアップ・取組方針の見直し案の承認

5年を目途に実施

平成27年9月 関東・東北豪雨災害（鬼怒川の洪水氾濫）

これまでの検討経緯

令和５年５月29日 第11回 減災対策協議会 令和４年度のフォローアップ 20



■ソフト対策
１．多機関連携型タイムラインの運用
２．まるごとまちごとハザードマップの実施
３．要配慮者利用施設の避難確保計画作成・訓練実施の促進
４．⾃主防災組織を対象とした防災知識の普及
５．小学校を対象とした防災教育の実施
６．合同点検・操作訓練の実施

■ハード対策
７．排⽔対策の実施
８．浸透対策、パイピング対策、流下能⼒対策の実施

令和５年度 天神川減災対策協議会における主な取組状況

21



１．多機関連携型タイムラインの運用

実際の出⽔での運用
・令和５年台風第７号

令和５年
６月６日

第11回検討会（令和５年第１回検討会）
□顔合わせ、タイムライン修正版を踏まえた読み合わせ 等

令和６年
２月２日

第12回検討会（令和５年第２回検討会）※

□振り返りアンケート結果、運用⽀援システム改良⽅針 等

※書面開催

【関係機関からの主な意⾒】
• 天神川⽔害タイムラインのホットライン運用について、現在は、緊急時に県危機管理局
が主導してオンラインで常時接続すると聞いたが、ここはそのように読み替えたらよいか。
松江地⽅気象台や関係機関とも情報共有できる場と認識している。

【座⻑講評】
• 線状降⽔帯が発達すると、タイムラインレベルが「０」や「１」からではなく、「２」や「３」か
ら始まる場合がある。タイムラインレベルが上がるほど時間的な余裕はなくなるので、本検
討会で配布した資料を確認して⾃機関が何をしなければならないのかを把握していただ
きたい。タイムラインレベルの⽴ち上げと解除については、倉吉河川国道事務所からメー
ルにより案内があるため留意いただきたい。
運用⽀援システムについて、本検討会では説明ができなかったが、掲載内容の理解はそ
こまで難しくないので、出⽔時に円滑な運用ができるように叕当者の⽅は平時から運用
⽀援システムの習熟を⾏っていただきたい。

 令和５年度は、小田⽔位観測所（天神川）や三朝⽔位観測所（三徳川）において、避難判断⽔位を超過する出⽔が発
生したものの、越⽔・溢⽔等による浸⽔被害は生じなかったため、令和５年６月の顔合わせ・読み合わせに加えて、令和６
年２月に出⽔期でのタイムライン運用を踏まえたタイムライン⾒直し（案）の確認を実施した。

 具体的に、タイムライン⾒直し（案）としては、運用⽀援システムの改良⽅針の提⽰を⾏った。

令和５年度 第１回 天神川⽔害タイムライン検討会の様子

22



１．多機関連携型タイムラインの運用

「⽔位が分かる」の改修イメージ

 出⽔期振り返りアンケート調査結果を踏まえて、運用⽀援システムについて下記の通り改良を⾏う予定です。
 ①河川⽔位とカメラ画像が同時に確認できるように運用⽀援システム（⽔位が分かる）を改修
 ②外部サイトのリンク追加（樋門情報提供システム、とっとり雪みちNavi）
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１．多機関連携型タイムラインの運用

樋門情報提供システムのイメージ

 出⽔期振り返りアンケート調査結果を踏まえて、運用⽀援システムについて下記の通り改良を⾏う予定です。
 ①河川⽔位とカメラ画像が同時に確認できるように運用⽀援システム（⽔位が分かる）を改修
 ②外部サイトのリンク追加（樋門情報提供システム、とっとり雪みちNavi）
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１．多機関連携型タイムラインの運用

 出⽔期振り返りアンケート調査結果を踏まえて、運用⽀援システムについて下記の通り改良を⾏う予定です。
 ①河川⽔位とカメラ画像が同時に確認できるように運用⽀援システム（⽔位が分かる）を改修
 ②外部サイトのリンク追加（樋門情報提供システム、とっとり雪みちNavi）

「とっとり雪みちNavi」のリンク追加イメージ
25



２．まるごとまちごとハザードマップの実施

 ハザードマップに記載されている浸⽔深や避難所等の情報を、標識として「まちなか」に表⽰することにより、住⺠の防災への
意識を⾼めるとともに、浸⽔深等の知識の普及を図り、発災時には安全かつスムーズな避難⾏動につなげることを目的に、
天神川⽔系の沿川⾃治体では、まるごとまちごとハザードマップを実施しています。

 令和５年度は、倉吉市内で⾃主防災組織によりまるごとまちごとハザードマップが新たに４か所設置されました。

26



２．まるごとまちごとハザードマップの実施

 ハザードマップに記載されている浸⽔深や避難所等の情報を、標識として「まちなか」に表⽰することにより、住⺠の防災への
意識を⾼めるとともに、浸⽔深等の知識の普及を図り、発災時には安全かつスムーズな避難⾏動につなげることを目的に、
天神川⽔系の沿川⾃治体では、まるごとまちごとハザードマップを実施しています。

 令和５年度は、倉吉市内で⾃主防災組織によりまるごとまちごとハザードマップが新たに４か所設置されました。

若⼟⾃治公⺠館（若⼟）上灘コンフォート・ステーション（⾒⽇町）

⻄福守町⾃治公⺠館（⻄福守町） ひかり会館（馬場町）
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３．要配慮者利用施設の避難確保計画作成・訓練実施の促進

訓練実施済の
施設数

122倉吉市

5三朝町

19湯梨浜町

26北栄町

避難確保計画に基づく訓練の実施状況

「⼤規模氾濫減災協議会」の運用について（平成29年6月19日）【抜粋】
７．協議会での取組事項
（１）①－１カ 要配慮者利用施設等における避難確保計画の作成・訓練に対する⽀援
・洪⽔浸⽔想定区域内における要配慮者利用施設及び地下街等の⽴地状況を確認するとともに、
市町村地域防災計画に定められた要配慮者利用施設の避難確保計画及 び地下街等の避難
確保浸⽔防止計画の作成状況、訓練の実施状況を確認する。

・避難確保計画の作成状況や訓練の実施状況を踏まえ、それぞれの取組を促すための⽀援策
について検討調整する。また、施設職員だけで対応することが難しい場合の地域の⽀援体制に
ついて検討・調整する。

避難確保計画
作成済み施設数対象施設数

172174倉吉市

1112三朝町

3032湯梨浜町

2632北栄町

避難確保計画の作成状況

作成数・訓練の実施数は、進捗管理表のアンケート結果より集計（R6.3）

 令和元年度より、要配慮者利用施設の避難確保計画作成及び訓練実施を完了するための取組を加速しています。
 各市町の要配慮者利用施設における避難確保計画の作成状況も上がっています。
 今後は、避難確保計画の作成に加え、訓練実施の⽀援も促進する必要があります。
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４．自主防災組織を対象とした防災知識の普及

 倉吉河川国道事務所では、近年洪⽔に関する地域住⺠の関⼼が⾼まる中、積極的に防災講習会を⾏っています。
令和５年度は、倉吉市下田中地区・上灘地区の住⺠から要望を受けて講習会を実施しました。

 講習会では、過去の⽔害写真や洪⽔浸⽔想定区域図を用いて各地区の⽔害リスク等を説明しました。
また、地区住⺠の⾼齢化が進んでいることから、避難時の留意事項や早めの避難⾏動を呼びかけました。

【実施日】令和５年６月29日（火）

【開催場所】下田中町⾃治公⺠館
【参加者】下田中地区住⺠ 35名
【感 想】
• 講習を受けてマイ・タイムラインを⾒直したい
• 改めて防災について考えたい

倉吉市下田中地区 倉吉市上灘地区

【実施日】令和５年７月７日（⾦）

【開催場所】上灘コミュニティーセンター
【参加者】上灘地区住⺠ 24名
【感 想】
• 講習を受けて避難⽅法を⾒直したい
• ゲリラ豪⾬による内⽔氾濫が⼼配だ

天神川の⽔位が上がると
近くを流れる⽟川に樋門
がないため逆流して氾濫
すると思うので⼼配だ

川の状況を⾒るカメラは
あるが夜間は⾒えずらい
ので⾒やすくして欲しい
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５．小学校を対象とした防災教育の実施

 倉吉河川国道事務所では、川の防災教育を継続的に実施しており、その取り組みの一環として、倉吉市⽴小鴨小学校・
河北小学校の保護者・教職員に「天神川の防災（⽔害）」について出前講座を⾏いました。

 当日は、天神川の特徴や過去の被害、浸⽔想定区域、流域治⽔の取り組みについて説明を⾏いました。また、各々の家
庭で、⽔害時の⾏動計画を⽴てられるようにするため、マイ・タイムラインの作成手順について説明を⾏いました。

【実施日】令和５年６月６日（火）

【参加者】保護者・教職員 約60名
【感 想】
• 災害時での対応や避難⾏動計画を家で確認してみようと思った
• 住む場所の⽔害の程度が想定でき具体的な逃げ⽅が分かった
• 改めて⽔害の恐ろしさを考えることが出来た
• マイ・タイムラインというものを初めて知れたので家族でやってみよう

と思いました

倉吉市⽴⼩鴨⼩学校 倉吉市⽴河北⼩学校

【実施日】令和５年11月20日（月）

【参加者】生徒 約50名
【感 想】
• 珍しい生き物が色々知れた
• 天神川の災害がネットより詳しく知れた
• 天神川の名前の由来が分かった
• 上流にオオサンショウウオがいることが分かった
• 天神川の事がよく分かった
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６．合同点検・操作訓練の実施

 天神川⽔系直轄管理河川に係る洪⽔時に危険が予測され重点的に点検が必要な箇所（重要⽔防箇所）について、沿川
の⾃治体（倉吉市、三朝町、湯梨浜町、北栄町）及び⽔防団と合同点検や情報共有を⾏いました。

 倉吉河川国道事務所では、出⽔期に備え、非常時における災害復旧作業を迅速に⾏うことを目的として災害対策用機械
（排⽔ポンプ⾞等）の操作訓練を実施しました。

重要⽔防箇所 合同点検 災害対策用機械 操作訓練

排⽔吐口（川表側）

排⽔吞口（川裏側）

三朝町

北栄町
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７．排水対策の実施

 倉吉市福庭東地区では、近年の豪⾬災害で浸⽔被害が頻発している。倉吉市は、浸⽔被害を防止するために、北田川に
簡易堰を設置しました。令和6年度には、排⽔ポンプを併用した浸⽔対策効果検証を実施予定です。

 倉吉市は、令和4年度末に購⼊した排⽔ポンプ⾞を、令和5年台風第7号で不⼊岡排⽔樋門に配備して運用を⾏いました。
倉吉河川国道事務所と連携した排⽔対策により、⻄福守地区の浸⽔被害軽減に貢献しました。

簡易堰の設置（福庭東地区） 排⽔ポンプ⾞の運用（⻄福守地区）

簡易堰設置のイメージ 配備した排⽔ポンプ⾞（排⽔能⼒︓30m3/分）
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８．浸透対策、パイピング対策、流下能力対策の実施

 倉吉河川国道事務所では、氾濫による危険性が特に⾼い区間において、
洪⽔を安全に流下させるため必要な樹⽊伐採・河道掘削等を実施して
います。

 令和5年度は、小鴨川（生竹地区）において洪⽔時に増⽔した河川⽔を
安全に流下できるように河道掘削を実施しました。また、洪⽔による堤防
の侵食を防ぐために根固め工を整備しました。

＜河道掘削前＞ ＜河道掘削後＞
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令和６年度 天神川減災対策協議会における主な取組予定

■ソフト対策
１．多機関連携型タイムラインの運用
２．まるごとまちごとハザードマップの実施
３．要配慮者利用施設の避難確保計画作成・訓練実施の促進
４．マイ・タイムラインの作成⽀援
５．内外⽔一体型⽔害リスクマップの作成

■ハード対策
６．避難所の整備
７．浸透対策、パイピング対策、流下能⼒対策の実施
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②総括版︓班⻑等が俯瞰的に作業の漏れがないかを確認できるタイム
ライン（⽔位上昇が早い天神川でも、短時間で最低限実施すべき内容
がチェックできる）
A２サイズ

総括版は折りたたみ、
持ち運びが可能な形式

天神川⽔害タイムライン総括版

１．多機関連携型タイムラインの運用

③タイムライン運用⽀援システム︓タイムラインに必要な防災情報を
集約したシステム

運用⽀援システム

 天神川⽔害タイムライン検討会では、出⽔期でのタイムライン運用を踏まえたアンケート調査を実施し、この結果を踏まえた
①タイムライン詳細版の⾒直し、②タイムライン総括版の⾒直し、③運用⽀援システムの改良を実施しています。

 令和６年度の出⽔期前を目途に、令和６年度の運用について説明するための検討会の開催を予定しています。

①詳細版︓叕当者が詳細な対応を確認できるタイムライン

天神川⽔害タイムライン詳細版

◎：主体的な行動、情報の発信
○：行動の支援・協働、情報収集、伝達

・避難判断水位超過・中小河川の氾濫による浸水発生のおそれ・暴風域内(風速20m/s以上)・台風情報・気象情報・大雨(浸水害・土砂災害)警報・洪水警報・暴風警報・洪水予報（氾濫警戒情報）・水防警報（指示）

天神川水害タイムライン（令和元年度版）【詳細版】 〔タイムラインレベル3〕
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防災行動項目 実施状況チェック欄 役割

第1階層 No. 第2階層

チ

ェ
ッ
ク

325 □ タイムラインのレベル移行の検討 ◎ ◎ ◎

326 □ タイムラインのレベル移行の周知 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

327 □ 災害警戒本部の設置検討・準備 ◎ ◎ ◎

328 □ 職員の参集 ◎ ◎ ◎

329 □ 災害警戒本部の設置 ◎ ◎ ◎

330 災害対策に関する会議の開催 □ 会議資料の作成 ◎ ◎

331 □ 本部設置検討・準備 ◎ ○ ○ ○

332 □ 本部設置 ◎ ○ ○ ○

333 □ 本部設置を周知 ○ - ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

334 □ マスコミからの問合せ窓口設置 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

335 □ 本部設置検討・準備 ◎ ◎ ◎

336 □ 本部設置 ◎ ◎ ◎

337 □ リエゾン受入れ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

338 □ リエゾン派遣 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

339 防災エキスパート等の要請 □ 防災エキスパート等の要請 ◎

340 建設業協会、測量設計業協会への出動要請 □ 各協会への連絡 ◎

タイムラインの運用 タイムラインの立ち上げ・レベル移行

①組織体制 警戒本部の設置

災害対策本部の設置【自治体】

※もしくは警戒本部等

災害対策本部の設置【自治体以外の機関】
※もしくは警戒本部、災害対策連絡室等

リエゾン体制の確認

多機関連携型タイムラインのイメージ

「いつ」
• 防災⾏動を⾏うタイミング（TLレベル毎に

発表情報や状況を整理）

「誰が」
• 叕当機関の防災⾏動の役割を表⽰
◎︓主体的に⾏動する機関
○︓⽀援または協働する機関

「何をするか」
• ⾏動は、階層別に記載
• 既存の防災計画等と整合性を

踏まえて防災⾏動を整理

A３サイズ
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２．まるごとまちごとハザードマップの実施

 天神川⽔系では、住⺠の防災意識向上や浸⽔深等の普及を目的に、まるごとまちごとハザードマップの整備を進めています。
 倉吉河川国道事務所では、天神川流域市町のまるごとまちごとハザードマップ設置を⽀援するために、依頼があった施設等

について、洪⽔浸⽔想定区域の浸⽔深の確認等を⾏っています。
 倉吉市は、令和２年度よりまるごとまちごとハザードマップの設置を実施しており、令和４年度から⾃主防災組織による標識
設置に対する補助⾦制度を導⼊しています。令和6年度も、引き続き補助⾦制度を活用した標識設置を予定しています。

実施フロー詳細図 （まるごとまちごとハザードマップ実施の⼿引き 第２版 P.5）

設置予定箇所の浸⽔深の確認
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３．要配慮者利用施設の避難確保計画作成・訓練実施の促進

 令和元年度より、要配慮者利用施設の避難確保計画作成及び訓練実施を完了するための取り組みが加速しています。
 天神川流域市町の要配慮者利用施設において、避難確保計画の作成率は⾼い状況ですが、引き続き未作成の施設の
避難確保計画の作成⽀援や避難確保計画に基づく訓練実施の⽀援をお願いします。

 参考資料に、避難確保計画⽀援動画及び避難確保計画の作成・活用に関するリーフレットを付けております。

避難確保計画に関する事務連絡 避難確保計画⽀援動画に関する説明資料（参照資料）
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４．マイ・タイムラインの作成支援

 マイ・タイムラインとは住⺠一⼈ひとりのタイムライン（防災⾏動計画）であり、台風等の接近による⼤⾬によって河川の⽔位が
上昇する時に、⾃分⾃⾝がとる標準的な防災⾏動を時系列的に整理したものです。

 マイ・タイムラインの作成⽀援のためのツールとして、「逃げキッド」や「マイ・タイムラインかんたん検討ガイド」、「マイ・タイムライン
検討のためのワークショップの進め⽅」などを国⼟交通省HPで確認可能です。

要配慮者マイ・タイムライン

いつ 何を

マイ・タイムラインのイメージ

マイ・タイムライン作成⽀援のためのツール

逃げキッド マイ・タイムライン
かんたん検討ガイド

マイ・タイムライン検討のための
ワークショップの進め⽅

逃げキッドを活用したタイムラインの作成⽅法解説動（YouTube）

動画︓岡⾕さんのマイ・タイムライン
（https://www.youtube.com/
watch?v=5RgYuFgeJoo）
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内外⽔一体型⽔害リスクマップのイメージ

５．内外水一体型水害リスクマップの作成

 現在公表されている洪⽔浸⽔想定区域図は、一般的に⼤河川・中小河川・下⽔道等の管理者別に作成・提供されており、
それぞれが対象としている降⾬規模等が異なることから、防災まちづくりの検討や避難検討で必要となる場所ごとのリスク情報
を得るうえで十分とはいえない場合があります。

→沿川⾃治体が⽔害リスクを評価し、中〜⾼頻度の被害を軽減する減災対策（防災まちづくり､田んぼダム等）の検討や
避難検討（本川氾濫前に⽀川・内⽔氾濫により避難し難くなる場所の確認等）に活用できるように、今後河川管理者が
内外⽔一体型⽔害リスクマップを作成する。河川毎ではなく⽀川や内⽔（下⽔道等）も考慮し、浸⽔しやすい地域や氾濫
シナリオなどを検討し、⾃治体へ⽔害リスクを情報提供していきます。
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６．避難所の整備

 天神川⽔系内で⼤規模な⽔害が発生し、多くの住⺠が避難所に避難する状況に陥った場合、避難者数のキャパシティに
対して、既存のトイレ数では不⾜することが想定されます。

 倉吉市は、避難してきた住⺠に衛生的な環境を提供するために、R６年度からR７年度にかけて市内の全小学校を対象に
マンホールトイレを整備します（R６年度は、校区⼈⼝が多い河北小、⻄郷小、上灘小、社小、小鴨小学校で実施予定）。

マンホールトイレの構造

設置イメージ マンホールトイレ整備イメージ
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７．浸透対策、パイピング対策、流下能力対策の実施

 気候変動により頻発・激甚化する⽔害・⼟砂災害等に対する安全度の向上を図るために、これまでの河川管理者等による
対策でなく、流域のあらゆる関係者の協働によるハード・ソフト一体の⽔災害対策として「流域治⽔」を推進しています。

 天神川⽔系における流域治⽔の一環として、⼩鴨川（生竹地区）において、河道掘削等を実施し、早期に安全性の向上を
図ります。

■事業箇所
鳥取県倉吉市耳地先

■期待される整備効果
河道掘削を実施することで、 戦後最⼤の洪⽔となる
伊勢湾台風(昭和34年９月)が再び発生した場合
において、周辺地域の浸⽔被害の防止が図られます。

【整備イメージ】

河川の断面を広げることにより、
洪水を安全に流す能力が向上する。

耳地区安歩地区

■令和６年度 事業実施箇所

倉吉市耳

倉吉市関⾦町安歩
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日野川水系大規模氾濫時の減災対策協議会
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• 人事異動等による協議会及び幹事会構成員の役職、事務局の変更

規約改正について

※鳥取県 危機管理局 副局長兼危機管理政策課長 → 鳥取県 危機管理部 次長兼危機管理政策課長

②幹事会構成員 鳥取県危機管理部の役職変更

③事務局 鳥取県県土整備部の変更

※鳥取県 県土整備部 河川課 → 鳥取県 県土整備部 河川港湾局 河川課

規約の主な改正点

規約改正について 資料1-1

①協議会構成員 鳥取県危機管理部の役職変更

※鳥取県 危機管理局長 → 危機管理部長
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日野川水系大規模氾濫時の
減災対策協議会 説明資料

説明資料

第１３回 日野川水系大規模氾濫時の減災対策協議会

１．これまでの検討経緯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P45
２．令和５年度の主な取組内容・・・・・・・・・・・・・P46
３．令和６年度の主な取組予定・・・・・・・・・・・・・P59

別紙：各取組項目におけるスケジュール
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これまでの検討経緯

45

第1期

令和3年6月

令和6年6月

第2期
（現在）

第9回減災対策協議会：今後５カ年（令和3～7年度）の取組方針

平成28年7月 「日野川水系大規模氾濫時の減災対策協議会」設立

【5年間で取り組む項目】
①逃げ遅れゼロにむけた迅速かつ的確な避難行動のための取組
②一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活動等の取組
③防災意識の向上を図るべく防災教育（学習）拡充のための取組

令和４年5月 第11回減災対策協議会：令和3年度フォローアップ

令和5年5月 第12回減災対策協議会：令和４年度フォローアップ

平成28年8月 「日野川流域の減災に係る取組方針」策定

平成29年5月 減災対策協議会１回開催：フォローアップ他

第13回減災対策協議会：令和5年度フォローアップ 第12回協議会

平成29年6月 緊急行動計画

平成31年1月 緊急行動計画の改訂

平成29～31年 減災対策協議会3回開催：行動計画反映、タイムライン検討会発足

令和元～２年 減災対策協議会２回開催：ダム部会設置、フォローアップ 他

令和3年10月 第10回減災対策協議会 :規約改正



令和５年度 日野川減災対策協議会における主な取組内容

１．よなご避難ノートの啓発講座
２．避難所用品の購⼊、防災講演会・⽔防研修の実施
３．⽔防資機材を使用した訓練の実施
４．⽔防資機材の整備とその情報共有
５．日野川⽔害タイムライン検討会
6 ．小中学校などと連携した日野川⽔系の洪⽔の特徴を踏まえた

⽔害(防災)教育の拡充
7．気象キャスターによるマイ・タイムライン講座での

⽔害(防災)教育の拡充
8．排⽔計画に基づく排⽔訓練等の実施及び参加
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１．令和５年度の主な取組内容
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■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

 「よなご避難ノート」普及活用のため、主に高齢者中心でのコミュニティである市民講座
「米子人生大学」において、総合的な普及講義を行い、周知と計画作成の啓発を行った。

米子市

・具体的取組 ○避難スイッチの取組・タイムライン作成支援のため、 『よなご避難ノート』の
使い方、書き込み方など啓発講座を行った。

避難行動と警戒Lvの一コマ

避難ノートの活用

会場全景 令和5年10月9日（日） 米子市文化ホールにて

自助・共助・公助 フロー図タイムライン（書き込み式）
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■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

 避難所用物品等の購入
・ポータブル蓄電池 １台（フル充電時 ノートPC118時間、スマホ充電約300回分）
・避難所用ベッド 約50台
・土嚢袋 500枚

 地域等での防災講演会の実施
・食生活改善推進委員、伯耆町赤十字奉仕団、ロイヤルシティ大山リゾート等 計５回

 職員向け水防研修の実施

避難所用ベッド

伯耆町

・避難所用物品の購入、防災講演会・水防研修の実施

赤十字奉仕団への講演の様子

救助艇研修の様子
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■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

 村防災訓練の想定災害の設定を「風水害」として実施。
 消防団の訓練として、救助用ゴムボート及び排水ポンプ等を使用した、救助及び排水訓練を

併せて実施。

小学校プールを利用し、救助用資機材訓練

日吉津村

・水防資機材を使用した訓練の実施
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日野川河川事務所■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

・水防資機材等の整備とその情報共有

保有する水防資機材の状況を平素より管理し、必要に応じて補充するなど、緊急時に
おける速やかな対応を図る。
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日野川河川事務所■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

・水防資機材等の整備とその情報共有

保有する水防資機材の状況を平素より管理し、必要に応じて補充するなど、緊急時に
おける速やかな対応を図る。

備蓄資材及び備蓄土一覧表 （R5年４月現在）
令和５年４月１日現在

出張所 菅沢ダム

土のう袋 20,400 20,400 袋 袋

土のう袋 耐候性 500 500 袋 袋

大型土のう 20 20 袋 袋

大型土のう 耐候性 280 280 袋 袋

オートフック ５ｔ吊り用 2 2 基 基

ビニールシート 5.4m×2.7m 30 30 枚 枚

ビニールシート 5.4m×3.6m 20 20 枚 枚

金串 直径16mm 長さ1.2m 190 190 本 本

金串 直径16mm 長さ1.8m 50 50 本 本

二子縄 12 12 巻 巻

鉄線 10#亜鉛メッキ 400 400 ｍ ｍ

軍手 2 2 打 打

掛矢 4 4 丁 丁

ペンチ 5 5 丁 丁

アングルカッター 5 5 丁 丁

シノ 6 6 丁 丁

タコ 2 2 本 本

スコップ 89 89 本 本

手オノ 6 6 丁 丁

大ハンマー 3 3 丁 丁

大かま 5 5 丁 丁

かま 7 7 丁 丁

一輪車 5 5 台 台

つるはし 5 5 丁 丁

トラロープ 1 1 丁 丁

ひしゃく 7 7 個 個

水能マット 2 2 枚 枚

水防マット 2 2 枚 枚

オイルフェンス ナスコC3-A 4 15 19 本 15 本 20m/本

オイルフェンス ナスコクレモナフェンス 4 4 本 本 20m/本

オイルフェンス スミレイ 直径7.5cm×10m×2本 11 6 17 箱 6 箱

オイルマット スミレイロングマット（20m） 4 4 箱 箱 20m/箱

オイルマット スミレイロングマット（10m） 1 1 箱 箱 10m/箱

オイルマット スミレイ万国旗型 22枚（一連） 6 6 箱 6 箱

オイルマット もりの木太郎（20枚入り） 20 20 箱 箱 20枚/箱

オイルマット タフネルオイルブロッター BL-50 3 9 12 本 9 本 100枚/箱

オイルマット タフネルオイルブロッター BL-65 1 1 本 1 本 100枚/箱

オイルマット αゲルー1000シート 27 27 箱 箱 50枚/箱

オイルマット オイルブロックマットタイプ 1 1 箱 箱 12枚/箱

ゲル化剤 マイティゲルライトMG-2000 2 2 缶 缶

ゲル化剤 マイティゲルライトMG-1650 2 2 缶 缶

粉末油吸収剤 オイルスポンジペールタイプ 6 6 缶 缶

洗浄液 SC-1000 3 3 缶 缶

Bee Bee Wrker 6 6 個 個

ゲル化剤散布機 1 1 台 台

日野川河川事務所　非常時　備蓄資材　調書　（日野川管理室　資材倉庫）

支所在庫資材名称 規　　格
備蓄数量

合　　計
備　　考

米子市

米子市

米子市 Ｌ＝50ｍ，Ｂ＝6ｍ，Ａ＝300ｍ2，Ｖ＝500ｍ3

Ｓ62

関係市町村

日吉津村

米子市

 Ｌ＝120ｍ，Ｂ＝6ｍ，Ａ＝720ｍ2，Ｖ＝1,800ｍ3

 Ｌ＝200ｍ，Ｂ＝20ｍ，Ａ＝4,000ｍ2，Ｖ＝17,000ｍ3

 Ｌ＝80ｍ，Ｂ＝7ｍ，Ａ＝560ｍ2，Ｖ＝1,000ｍ3

完成年度

Ｓ63

整　　備　　内　　容

 Ｌ＝100ｍ，Ｂ＝9ｍ，Ａ＝900ｍ2，Ｖ＝1,400ｍ3

Ｈ２

日野川　右岸　（八幡地先）

法勝寺川　左岸　（宗像地先）

7.7　～　7.8

1.1

Ｈ元

Ｈ元

距離標（km）

1.8　～　1.9

2.0　～　2.2

5.3　～　5.4

位置（地先名）

日野川　右岸　（富吉地先）

日野川　左岸　（皆生地先）

日野川　左岸　（福市地先）

三連ﾌﾞﾛｯｸ4t型(3.89t)　78個

備　　蓄　　内　　容

六脚ﾌﾞﾛｯｸ3t型(3.41t)　91個、ｽﾄｰﾝﾌﾞﾛｯｸﾘｰﾌ4t型(3.6t)　23個

土のう　500体、六脚ﾌﾞﾛｯｸ2t型(1.98t)　25個、六脚ﾌﾞﾛｯｸ3t型(3.41t)
22個、三連ﾌﾞﾛｯｸ4t型(3.89t)　52個

14.6

位置（地先名）

日野川　右岸　（日吉津村富吉地先）

日野川　左岸　（米子市福市地先）

日野川　左岸　（伯耆町宇代地先）

距離標（km）

1.8

4.7

備蓄土

ブロック

52



日野川河川事務所■多様な防災行動を含むタイムラインの作成及び見直し
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日野川河川事務所■多様な防災行動を含むタイムラインの作成及び見直し
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日野川河川事務所

・小中学校などと連携した日野川水系の洪水の特徴を踏まえた水害(防災)教育の拡充

 令和５年９月１５日(金) 米子市立車尾（くずも）小学校において、小学４年生４クラスの
児童へ向けた出前講座「水防災学習」を実施しました。

 今回の学習では、車尾小学校校区の全域が浸水域にあることから、ハザードマップを使っ
て日野川・法勝寺川が氾濫するとどのくらい浸水するか。どこに避難するか。を確認し、
「逃げる」ことが重要だと理解してもらいました。

 児童からは、避難の時にどこに逃げるといいか？台風の情報はどのように検索すればいい
か?などの質問がでる等、熱心さが伝わってきました。

講義の様子

■防災教育（学習）や防災知識の普及
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日野川河川事務所

・小中学校などと連携した日野川水系の洪水の特徴を踏まえた水害(防災)教育の拡充

 令和５年１１月8日(水) 伯耆町立岸本小学校において、小学４年生２クラスの児童へ向け
た出前講座「水防災学習」を実施しました。

 今回の学習では、岸本小学校校区が浸水域にあることから、日野川の洪水被害、平成３０
年の出水状況などを説明するとともに、ハザードマップを使って日野川が氾濫するとどのく
らい浸水するか、どこに避難するかなどを確認し、自分の命を守るためには、「逃げる」こ
とが大切で、事前に情報収集や準備をしておくことを学習してもらいました。

 児童からは、避難の時にどこに逃げるといいか？台風の情報はどのように検索すればいい
か?などの質問がでる等、熱心さが伝わってきました。

■防災教育（学習）や防災知識の普及

講義の様子
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日野川河川事務所■防災教育（学習）や防災知識の普及

・気象キャスターによるマイ・タイムライン講座での水害(防災)教育の拡充

 令和６年３月１７日(日) 米子コンベンションセンターにおいて、流域治水プロジェクトの一環として
マイ・タイムライン講習会を開催し、日野川流域の住民約30名が参加しました。

 講師は次のとおり、
福田歩美気象キャスター （ NHK松江「しまねっとNEWS610」に出演）
町田朱里気象キャスター （日本海テレビ「おびわんっ！」・ 「ニュースevery日本海」に出演 ）

 参加者には、「逃げキッド」を使用し、自分の住んでいる所の浸水深や家庭の状況・避難先を考えて、
それぞれの「マイ・タイムライン」を作成しました。
○参加者が考えた自分の準備事項

・貴重品を浸水しない2階に上げておく
・車を浸水地域でない会社の駐車場に移動する

ふくだ あゆみ

まちだ あかり

○日野川の水害リスク
○最近の気象災害
○様々な防災情報

○マイ・タイムラインとは
○マイ・タイムラインの作成

町田朱里 気象キャスター福田歩美 気象キャスター

【逃げキッド】
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■排水計画（案）の検討及び作成、排水訓練の実施及び参加

 ｢災害時の応急対策に関する協定｣の締結協力事業者を対象に、災害対策機械の操作訓練を実
施し、操作の習熟度向上を図る。

日野川河川事務所

・排水計画に基づく排水訓練等の実施及び参加

災害対策機械訓練状況（令和５年６月１７日)

排水ポンプ車訓練(令和５年度)照明車訓練(令和５年度)
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令和6年度 日野川減災対策協議会における主な取組予定

１．よなご避難ノートの啓発講座
２．避難所用品の購⼊、防災講演会・⽔防研修の実施
３．⽔防資機材を使用した訓練の実施
４．⽔防資機材の整備とその情報共有
５．日野川⽔害タイムライン検討会
6 ．小中学校などと連携した日野川⽔系の洪⽔の特徴を踏まえた

⽔害(防災)教育の拡充
7．気象キャスターによるマイ・タイムライン講座での

⽔害(防災)教育の拡充
8．排⽔計画に基づく排⽔訓練等の実施及び参加
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